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論 文 内 容 の 要 旨

 研究目的

 完全大血管転位症は自然予後の最も悪い先天性心疾患

の一つである．その上本症は合併する心内奇型により，

全くその臨床像および自然予後を異にする．とくに心室

中隔欠損を伴う症例では，早期に重篤な肺高血圧症に陥

る．したがって生後早期に確実な診断と合併奇形に適し

た治療計画を立てなければならない．本論文の目的は，

過去に経験した症例をもとにして合併奇形により分類

し，おのおのの外科治療，その成績および肺組織の検索

により手術適応，手技などを検討して，合理的な治療方

針を明らかにするにある．

 研究方法

 1965年以降，外科治療を施行した103例を対象とし

た．これを下記の1～皿群に分け，おのおのの群の治

療，成績，肺組織所見などを検討した，

 1群1心室中隔欠損を伴なわないもの，またはあって

も血行動態的に問題とならない小さいもの，

 皿群：大きな心室中隔欠損を伴うもの。

 皿群：心室中隔欠損兼肺動脈狭窄を伴うもの．

 1群は34例で，姑息手術20例，根治手術14例であっ

た。年齢は3ヵ月以下が20例と全体の約60％を占めてい

た．死亡率はそれぞれ80％，36％であった．姑息手術の

症例の多くは1970年以前の例であるが，この群に対する

姑息手術はあまり有用な救命手段でないことを物語って

いた．

 H群は34例で，姑息手術22例，根治手術12例であった．

死亡率はおのおの46％，83％であった．本月の死亡例の

肺組織像をみると，6カ月以下は全例Heath・Edwards分

類の皿度以下であるのに対して，3歳以上では全例IV度

以上の重篤な肺高血圧症に陥っていた．根治手術例の83

％が1歳以上であったことから，手術時期に問題があっ

た．

 皿山は35例で，姑息手術22例，根治手術13例で，おの

おのの死亡率は14％，46％であった．この群の根治手術

としてRastelli手術を適応してから，死亡率は33％に減

少した．また5歳以上では全例救命したのに対して，4

歳以下は全：例死亡した．

 研究結果

 1群：この群のものは生後数週間以内に大部分が死亡

する．したがって，速かにBalloon Atrial Septostomy

（BAS）を施行する．生後6～12ヵ月でMustard法によ

る心内修復術を行なう．BAS効果のないものには3カ

月以下でも積極的にMustard法を適応する．

 H群：この群のものは肺組織学的に6ヵ月以下，おそ

くとも12ヵ月以下で手術しなければならない．3ヵ月未

満で重篤な臨床症状を示したものは肺動脈絞拒術兼心房

中隔欠損作成術を行なう。3～12ヵ月ではMustard法

兼心室中隔欠損閉鎖術を行ない，1磯以上では肺高血圧

症の程度により術式を選択する．

 皿群：この群のものは比較的予後良好である．1歳以

下で重篤な臨床症状を示すことはまれである，4歳以下

で臨床症状の悪化したものにはBla互ock－Taussigの短絡

術を施行する．5歳以上ではRastelli法による心内修復

術を行なう．
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                論 文 審 査 の 要 旨

 予後の最も悪い先天性心疾患のひとつである完全大血管転位症をとりあげ，その原因と対策法を研

究した．

 特に，合併奇形により分類し，それぞれについて合理的な治療指針を明らかにしたことは，学問的

に価値あるぽかりではなく，臨床成績をあげるうえに非常な貢献をはたした．価値のある研究とみと

める．
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